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水道及び下水道料金について(答申) 

平成１９年９月２７日付吉水第１２７号で諮問を受けた「水道及び下水道料金につい

て」、審議を重ねた結果、附帯意見６点を添えて下記のとおり答申します。 

記 

１．使用料金の適正化等について 

簡易水道等及び下水道事業は、住民生活と深く関係していることから、長期的に安定

した事業運営を行わなければならず、収支状況の改善や施設の更新改修等の費用を確保

していかなければならない。そのためにも、事業の使用料金収入で回収すべき経費（維

持管理費、建設改良費及び元利償還費より一般会計から認められている繰り入れについ

て控除した後の経費）を算定の基礎とした使用料金の適正化が適当である。 

適正化にあたっては、住民生活への影響を考慮しながら段階的に実施していくこと、

受益と負担の公平性の観点から使用料金の滞納対策を強化すること、経費の節減に努め

ることを要望する。 

①簡易水道等事業は、加入者が３，０００件程度で、多量の水を使用する事業者が

少ない使用状況であり、経営の安定化をはかるため基本料金による収入を増加させ

ることが必要である。しかしながら、人口の減少や生活様式の変化に伴う水道の使

用実態が変わっていく中で、最適な使用料金体系を検討していく必要がある。 

②下水道使用料は、六日市地区の下水道が現在工事中で全地区供用開始をしていな

いことから今回は現在の料金体系を継続することが適当である。また、加入促進に

取り組み、加入率を向上させることが急務である。 

 

２．附帯意見 

①簡易水道等及び下水道事業の経営等の状況や改定の主旨などについて住民に周知

すること 

②簡易水道等及び下水道事業において、経費節減のため外部委託を推進しながら経営

の健全化に努めること 

③滞納者への対応については、適切な措置を講じること 

④簡易水道等事業の平成２０年度における料金改定は、平成１９年度経営健全化計画

に基づき実施すること 

⑤下水道事業の加入促進は、平成１９年度経営健全化計画の加入率(基礎資料)となる

よう加入促進対策を実施すること 

⑥高齢者や生活困窮者等に対する減免制度を検討すること 




